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地域生活とは

意思決定支援の基本的な考え方 厚生労働省



地域生活で利用できるサービス

•自立訓練（生活訓練）

•共同生活援助（グループホーム）

•宿泊型自立訓練

•自立生活援助 など



WAM NETより



WAM NETより



WAM NETより



WAM NETより



WAM NETより



WAM NETより



WAM NETより



地域生活を支えるイメージ
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地域生活支援





本人は、どのような生活をイメージしているのか

•精神科病院からの退院

病状の安定と発病前の生活に近づけたい・・・

•入所施設では、体験できなかっとことに挑戦したい・・・

「何に挑戦したい」と聞かれても分からないなぁ～

•施設を退所し、グループホームで自分の部屋を手に入れたい。

•実家から離れ、一人暮らしをしたい。

•好きな人に出会い生活を共にしたい。 など



アセスメント

•利用者に関する情報や資料をあらかじめ整理する。

•本人の強み、得意なことはなに？

•何が楽しみ、興味をもっているか、苦手なこと、嫌いなことは・・・

• どのような生活を送ってきたのか

幼少期から入所していたか？ 入院前の生活は？

•日中活動、就職先、医療の情報も収集（連携する。）

•現在の個別支援計画の目標が

利用者の意思、希望、望むくらしが反映している確認する。



どのような支援をすれば、地域生活できるのか

•病気（医療）

•障がい特性への支援・工夫

•日常生活（食事・入浴・洗濯など）

•地域生活のルール、マナー

• お金の管理

•日中活動（通所先での様子） など

•生活をはじめると、とまどいがいっぱいでてきます。





ニーズを引き出す

意思決定支援の基本的な考え方 厚生労働省



ニーズを引き出す

意思決定支援の基本的な考え方 厚生労働省



ニーズを引き出す

意思決定支援の基本的な考え方 厚生労働省



プランニング

• 地域生活に向けた、するためのスキルの向上

（できることを増やし生活の幅を広げる）

• 経験し自分の楽しみ、趣味等を増やすため

（たのしみ、知識を増やし生活の質をあげる）

• 地域生活を継続するための課題、問題の改善

（社会のマナー、ルールを身につけ生活を継続する。）

• ステップアップのためのスキルを身に着けるのか

（グループホーム利用がゴールでない、自分の思い描く生活へチェレンジ）

• 本人の思いに沿った個別支援計画を作成する。※スモールステップです。



「自分の望む場所（地域）で
自分の思い描く生活をするため」

• 施設、病院から地域へ

• 「本当の家庭」ではないことを押さえておく

• グループホーム「入居」がゴールではない

• 生活訓練の場であると共に「休息の場」でもある。

• 相談支援専門員、日中の利用サービス事業所、

医療等との連携が必須

・地域の方たちとのかかわり



参考文献

• 意思決定支援の基本的考え方～だれもが「私の人生の主人公は、私」～ 厚生労働省

• 神奈川県版意思決定支援ガイドライン

• ワムネット
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